
千
頭
森
林
事
務
所
、
南
千
頭
森
林

事
務
所
は
静
岡
県
川
根
本
町
に
合
同

事
務
所
を
設
置
し
、
南
ア
ル
プ
ス
南

端
部
で
長
野
・
静
岡
県
境
に
位
置
す

る
光
岳
（
て
か
り
だ
け
・
標
高
２
，

９
５
９
ｍ
）
な
ど
大
井
川
源
流
部
に

広
が
る
千
頭
国
有
林(

約
２
６
４
百

ha)

の
ほ
か
、
大
井
川
中
流
域
の
島

田
市
に
あ
る
大
代
国
有
林
（
約
９
百

㏊
）
な
ど
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

光
岳
一
帯
の
国
有
林
は
南
ア
ル
プ

ス
南
部
光
岳
森
林
生
態
系
保
護
地
域

で
あ
り
、
本
州
で
唯
一
の
大
井
川
源

流
部
原
生
自
然
環
境
保
全
地
域
の
ほ

か
、
ユ
ネ
ス
コ
の
南
ア
ル
プ
ス
エ
コ

パ
ー
ク
に
も
登
録
さ
れ
る
な
ど
、
荘

厳
な
天
然
林
が
手
つ
か
ず
で
残
っ
て

い
ま
す
。
森
林
分
布
も
変
化
に
冨
み
、

冷
温
帯
に
は
ブ
ナ
や
モ
ミ
・
ツ
ガ
、

亜
高
山
帯
に
は
シ
ラ
ベ
・
ト
ウ
ヒ

（
県
境
稜
線
部
に
は
ア
オ
モ
リ
ト
ド

マ
ツ
も
見
ら
れ
ま
す
）
、
高
山
帯
に

は
ハ
イ
マ
ツ
群
生
地
が
あ
り
、
ハ
イ

マ
ツ
群
落
の
南
限
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
地
域
は
ラ
イ
チ
ョ
ウ
生
息
域
の
南

限
で
も
あ
り
、
運
が
良
け
れ
ば
国
有

林
内
の
ハ
イ
マ
ツ
帯
で
出
会
え
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
（
私
は
ま
だ
見
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
・
・
・
）
。
イ

ヌ
ワ
シ
が
飛
来
し
て
く
る
こ
と
も
あ

り
、
希
少
猛
禽
類
の
観
察
も
森
林
官

の
業
務
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

光
岳
は
日
本
百
名
山
の
一
つ
で
す

が
、
百
名
山
の
中
で
最
も
ア
ク
セ
ス

が
大
変
な
山
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ

の
地
域
へ
行
く
に
は
静
岡
市
井
川
地

区
か
ら
南
ア
ル
プ
ス
茶
臼
岳
経
由
で

往
復
４
日
、
長
野
県
側
か
ら
も
往
復

２
日
か
か
り
、
到
達
難
易
度
が
非
常

に
高
い
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
千
頭

国
有
林
に
は
「
日
本
美
し
の
森
お
薦

め
国
有
林
」
に
選
定
さ
れ
た
飛
竜
橋

自
然
観
察
教
育
林
と
千
石
平
風
致
探

勝
林
が
あ
り
、
眺
望
に
配
慮
し
た
伐

採
を
行
う
な
ど
来
訪
者
に
森
林
浴
を

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

一
方
、
管
轄
区
域
内
で
の
人
工
林

施
業
は
千
頭
地
域
の
一
部
の
ほ
か
、

島
田
市
に
位
置
す
る
大
代
国
有
林
を

中
心
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
当
地
域

は
都
市
近
郊
林
で
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、

生
育
・
形
質
に
優
れ
た
ヒ
ノ
キ
が
多

い
こ
と
か
ら
循
環
型
施
業
の
適
地
と

し
て
、
主
伐
、
間
伐
、
更
新
、
保
育

作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
効
率
的
な
森
林
整
備
に
向
け
て
林

道
も
新
た
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
有
林
を
取
り
囲
む
民
有

林
も
生
育
・
形
質
に
優
れ
る
人
工
林

が
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、
急
峻
で
県

道
等
か
ら
民
有
林
に
通
じ
る
林
道
等

が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
民

有
林
の
森
林
経
営
計
画
を
策
定
し
て

い
る
事
業
体
に
対
し
、
国
有
林
林
道

を
利
用
し
て
い
た
だ
く
な
ど
民
国
連

携
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

静
岡
森
林
計
画
区
は
平
成
32
年
度

に
第
６
次
計
画
の
始
期
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
次
期
計
画
の
伐
採
箇
所
の

選
定
・
踏
査
等
も
日
々
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
当
地
域
に
は
、
貴
重

な
自
然
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
、

人
工
林
と
多
様
な
森
林
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
関
係
者
の
皆
様
と
協
力
し
て

よ
り
よ
い
計
画
を
策
定
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成３１年２月８日 関 東 森 林 管 理 局 第１７６号（７）

光岳とハイマツ林

イヌワシ若鳥

（生息状況調査報告書より）

飛竜橋自然観察教育林

立木を丸太へ(大代国有林:立木販売箇所)


